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4
月
19
日
発
売

評
伝
矢
内
原
忠
雄

関
口
安
義 

著�

◆
Ａ
５
判
・
函
入
・
６
９
１
頁
・
本
体
８
０
０
０
円

矢
内
原
忠
雄
（
や
な
い
は
ら
・
た
だ
お　

一
八
九
三
―
一
九
六
一
）
は
新
渡
戸
稲
造
・

内
村
鑑
三
の
薫
陶
を
受
け
、無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
伝
道
に
献
身
し
つ
つ
、

実
証
を
重
ん
ず
る
経
済
学
者
と
し
て
、
と
り
わ
け
帝
国
日
本
の
植
民
地
経
営
に
対
す

る
批
判
的
研
究
に
お
い
て
第
一
級
の
業
績
を
上
げ
、
軍
国
主
義
と
対
決
し
て
野
に
退

き
、
戦
後
は
東
大
総
長
と
し
て
再
建
日
本
の
精
神
的
指
導
に
挺
身
し
た
。
本
書
は
、

そ
の
生
涯
を
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
綿
密
な
調
査
と
膨
大
な
資
料
を
基
に
描
き
あ
げ
た

一
一
〇
〇
枚
を
越
す
評
伝
の
決
定
版
で
あ
る
。
ま
た
詳
細
を
極
め
た
五
〇
頁
に
及
ぶ

索
引
は
、
さ
な
が
ら
矢
内
原
に
関
す
る
小
事
典
の
趣
を
呈
す
る
労
作
。

▼
関
連
書

柳
生
圀
近
著

日
本
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
政
治
思
想

無
教
会
に
お
け
る
国
家
と
宗
教�

◆
四
六
判
・
３
８
７
頁
・
本
体
３
８
０
０
円

近
代
日
本
の
国
民
国
家
形
成
期
に
「
二
つ
の
Ｊ
」
と
い
う
困
難
な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
た

内
村
・
南
原
・
矢
内
原
・
大
塚
と
い
う
四
人
の
無
教
会
人
の
思
想
を
辿
る
。

土
肥
昭
夫
著�

◆
Ａ
５
判
・
５
２
８
頁
・
本
体
４
７
０
０
円

天
皇
と
キ
リ
ス
ト 
近
現
代
天
皇
制
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
史
的
考
察

教
界
指
導
者
、
学
校
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
の
多
様
な
側
面
か
ら
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者

の
天
皇
観
と
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
上
で
必
読
の
文
献
。

著者　関口安義（せきぐち・やすよし）
1935 年生。早稲田大学大学院文学研究科博士
課程修了。都留文科大学教授、文教大学教授
などを歴任。現在都留文科大学名誉教授。博
士。専門は日本近代文学。著書に『評伝 豊島
与志雄』、『芥川龍之介』、『特派員 芥川龍之介　
中国でなにを視たのか』、『芥川龍之介とその
時代』、『恒藤恭とその時代』、『評伝 長崎太郎』、

『よみがえる芥川龍之介』、『芥川龍之介新論』
など多数。日本キリスト教会浦和教会会員。



4 月の新刊

橋
を
つ
く
る
た
め
に

現
代
世
界
の
諸
問
題
を
め
ぐ
る
対
話�

◆
四
六
判
・
４
２
１
頁
・
本
体
２
６
０
０
円

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ド
ミ
ニッ
ク
・
ヴ
ォ
ル
ト
ン
／
戸
口
民
也
訳

戦
争
、貧
困
、環
境
破
壊
、難
民
、文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
伝
統
、異
な
る
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
教
会
の
あ
り
方
等
々
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
社
会
学
者
が
一
年
間

一
二
回
に
わ
た
っ
て
教
皇
に
行
っ
た
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
し
か
し
こ
こ
に
は
、単
な
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
留
ま
ら
ぬ
、
真
に
対
話
の
名
に
値
す
る
言
葉
の
や
り
取
り
が
あ
り
、
読
む
者
は
た
ち
ま
ち
引
き
込
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
。
今
秋
に
来
日
が
噂
さ
れ
る
教
皇
。
そ
の
思
想
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
絶
好
の
書
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
一
九
三
六
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
生
ま
れ
。
ホ
ル
ヘ
・
マ
リ
オ
・
ベ
ル
ゴ
リ
オ
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
。

二
〇
〇
一
年
枢
機
卿
に
就
任
。
二
〇
一
三
年
よ
り
第
二
六
六
代
ロ
ー
マ
教
皇
。

ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ル
ト
ン
（D

om
inique W

olton

）　
一
九
四
六
年
、
カ
メ
ル
ー
ン
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
。

国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
部
門
長
。
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

訳
者
　
戸
口
民
也
（
と
ぐ
ち
・
た
み
や
）　
一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
仏
文
科
修
士
課
程
修
了
。
長
崎
外

国
語
短
期
大
学
、
長
崎
外
国
語
大
学
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
な
ど
を
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
教
え
た
。
専
攻

は
フ
ラ
ン
ス
一
七
世
紀
演
劇
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
。

「
わ
た
し
た
ち
の
模
範
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
っ
て
、
橋
を
架
け
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
父
な
る
神
か
ら
《Pontifex

》
―
―
橋
を

つ
く
る
人
―
―
と
な
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
ま
さ
に

そ
こ
に
教
会
の
政
治
活
動
の
基
本
が
あ
り
ま
す
。」（
教
皇
の
言
葉
。
本
書
よ
り
）

4
月
19
日
発
売



5 月以降の出版予定から

● 3 月に出た本と雑誌

統
べ
る
も
の
／
叛
く
も
の

新
教
出
版
社
編
集
部
編
　
統
治
と
キ
リ
ス
ト
教
の
異
同

を
め
ぐ
っ
て　

気
鋭
の
論
者
に
よ
る
論
考
と
白
熱
の
ト
ー

ク
。
佐
々
木
裕
子
・
堀
江
有
里
・
要
友
紀
子
・
白
石
嘉
治
・

栗
原
康
・
五
井
健
太
郎
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
２
０
０
円

カ
ー
ル
・バ
ル
ト
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム

佐
藤
司
郎
著
　
一
つ
な
る
教
会
へ
の
途

初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
観
の
変
遷
を
テ
キ
ス

ト
の
丹
念
な
読
解
を
通
し
て
辿
り
、
教
会
と
宣
教
に
関
す
る
バ

ル
ト
神
学
の
根
本
テ
ー
マ
を
明
ら
か
に
す
る
。
類
書
の
乏
し
い

分
野
に
お
け
る
貴
重
な
貢
献
。�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
３
５
０
０
円

ヤ
ス
パ
ー
ス
と
キ
リ
ス
ト
教

岡
田
聡
著
　
二
〇
世
紀
ド
イ
ツ
語
圏
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

思
想
史
に
お
い
て

ヤ
ス
パ
ー
ス
と
キ
リ
ス
ト
教
の「
近
さ
」と「
遠
さ
」の
機
微
を
、

ブ
ル
ト
マ
ン
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
Ｈ
・
バ
ル
ト
、
Ｋ
・
バ
ル
ト
ら

と
の
折
衝
を
通
し
て
探
る
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
５
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

4
月
号
　
人
類
学
と
キ
リ
ス
ト
教

寄
稿
者
：
佐
藤
壮
広
、
前
嵩
西
一
馬
、
川
橋
範
子
、
奧
野
克
己
、
管

啓
次
郎
／
堀
江
有
里
／
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ
ン
、
石
井
光
太
、

谷
崎
榴
美
、
内
田
洋
子
、
長
谷
川
修
一
、
山
口
政
隆
、
芦

名
定
道
、
内
田
樹
、
辻
学
、
佐
藤
優

ミ
ラ
・
ゾ
ン
タ
ー
ク
編

〈
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
〉
の
中
の
キ
リ
ス
ト
教

近
代
ア
ジ
ア
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成　
大
陸
を
ま
た
ぐ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
多
極
構
造
を
反
映
す
る
新
た
な
キ
リ
ス
ト
教
史
の
構
築
を
目
指
す
「
ミ

ュンヘン
学
派
」。
主
導
す
る
コ
シ
ョル
ケ
氏
ら
八
名
の
論
者
が
、
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
着
目
し
た
意
欲
的
共
同
研
究
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
３
７
０
０
円

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
著
／
赤
坂
桃
子
訳

夜
と
霧
の
明
け
る
時

強
制
収
容
所
か
ら
の
解
放
と
帰
郷
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ク
ル
の
人
生
に
お
い
て
最
も
重
要

な
時
期
の
伝
記
的
な
事
実
と
、
当
時
の
中
心
思
想
の一
端
を
、
未
公
開
書
簡
と
文
書

を
用
い
て
再
構
成
す
る
。
名
著
誕
生
の
背
後
に
あ
っ
た
個
人
史
と
時
代
史
の
二
つ
の
文

脈
が
初
め
て
明
確
に
交
差
す
る
。�
◆
四
六
判
・
予
価
２
９
０
０
円

山
下
壮
起
著

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ・レ
ザ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
キ
リ
ス
ト
教　
今
や
世
界
的
大
衆
文
化
と
な
っ

た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
。
そ
の
最
初
の
担
い
手
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
お
け
る
宗

教
的
機
能
を
探
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
既
存
教
会
と
の
関
係
や
聖
俗
観
・
救
済
観
を
検

討
す
る
。
気
鋭
の
神
学
者
に
よ
る
注
目
作
。�

◆
Ａ
５
変
型
判
・
予
価
３
２
０
０
円

未
発
表
書
簡
、
草
稿
、

�

講
演
（
仮
題
）



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料���

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

5

《
今
月
の
こ
の
１
作
》『
あ
る
少
年
の
告
白
』 

…
…
…
編
集
部

【
好
評
連
載
】

◆
バ
ビ
ロ
ン
の
路
上
で 

2 

…
…
…
…
…
…
マ
ニュエ
ル
・
ヤ
ン

◆
神
の
酒 

2 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
新
約
釈
義　

テ
ト
ス
書 

2 

…
…
…
…
…
…
辻　
　

学

◆
福
音
書
記
者
の
饗
宴 

5 

…
…
…
…
…
…
松
本
あ
ず
さ

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界 

8 

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
わ
た
し
は
ロ
ッ
ク
が
わ
か
ら
な
い 

8�

…
…
…
山
口
政
隆

◆
福
音
の
地
下
水
脈�

19 

…
…
…
…
…
…
…
谷
崎
榴
美

◆
現
代
神
学
の
冒
険�

32
（
最
終
回
）�

…
…
…
芦
名
定
道

◆
聖
書
と
わ
た
し�

38 

…
…
…
…
…
…
…
松
居
直
美

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論�

49 

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
こ
と
ば
の
履
歴
書�

62 

…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤　

優

「
老
い
」
を
生
き
る
た
め
の
黙
想 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

関
田
寛
雄

「
コ
ト
バ
」
は
老
い
た
る
日
々
の
杖 　
　
　
　
　
　
　
　 

横
田
幸
子

老
い
と
教
会
―
―
私
に
与
え
ら
れ
た
い
く
つ
か
の

大
切
な
気
づ
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
村
正
俊

立
ち
現
れ
る
新
た
な
エ
イ
ジ
ズ
ム
―
―
ポ
ス
ト
経
済

成
長
時
代
の
超
高
齢
社
会
／
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

天
田
城
介

ゲ
イ
た
ち
の
老
後 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

永
易
至
文

●
も
う
先
々
月
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
東

京
・
水
道
橋
に
あ
る
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

開
催
さ
れ
た
二
・
八
独
立
宣
言
一
〇
〇
周
年
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
定
員
二
〇
〇
名
の

ホ
ー
ル
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

か
つ
て
朝
鮮
人
留
学
生
ら
が
二
・
八
独
立
宣
言

を
発
表
す
る
舞
台
と
な
っ
た
同
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
会

場
に
、
そ
の
宣
言
の
意
義
を
現
在
的
な
視
点
か

ら
受
け
止
め
つ
つ
、
日
・
韓
・
在
日
社
会
の
今

後
の
課
題
を
探
ろ
う
と
い
う
こ
の
会
の
重
要
性

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
取

材
者
と
し
て
訪
れ
た
わ
た
し
自
身
は
、
そ
こ
ま

で
の
来
場
者
が
あ
る
と
は
予
想
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
歴
史
の
再
考
を
つ
う
じ
て
、
現
在
を

批
判
的
に
捉
え
な
お
そ
う
と
い
う
思
い
を
も
っ

た
ひ
と
が
こ
れ
だ
け
い
る
の
だ
と
、
あ
ら
た
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

●
い
ま
小
社
で
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果

を
書
籍
化
す
る
べ
く
関
係
者
の
方
々
と
協
力

し
な
が
ら
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
書
籍
に
は
、

東
京
そ
し
て
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
記
録
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
い
た
る
ま

で
の一
年
間
に
も
た
れ
た
連
続
講
座
の
内
容
も
収

録
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
発
行
予
定
日
は
、
今

年
の
八
月
一
五
日
。
あ
ま
り
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
編
集
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
堀
）

●
今
月
は
二
点
の
新
刊
準
備
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

『
評
伝
矢
内
原
忠
雄
』
は
既
に
手
が
離
れ
て
本

の
出
来
上
が
り
を
待
つ
の
み
で
す
が
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
『
橋
を
つ
く
る
た
め
に
』
は
最

後
の
装
丁
の
段
階
で
す
。
書
名
の
「
橋
を
つ
く

る
」
と
は
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
疎
遠
な
も

の
や
敵
対
的
な
も
の
を
結
び
つ
け
、
平
和
の
交

わ
り
を
創
造
す
る
こ
と
。「
橋
」
の
上
に
は
出

会
い
が
あ
り
、
驚
き
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
し

い
物
語
が
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な

嬉
し
い
驚
き
と
新
し
い
物
語
を
予
感
さ
せ
る
装

丁
に
し
た
い
と
願
い
、
教
皇
の
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
コ
ミ
カ
ル
な
表
情
の
写
真
を
選
び
ま
し

た
。
ど
ん
な
カ
バ
ー
に
な
る
か
乞
う
ご
期
待
。

●
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書
店
の
店
員
さ
ん
た
ち
が

選
ぶ
「
キ
リ
ス
ト
教
書
店
大
賞
」、
今
年
の
第

一
次
投
票
が
終
わ
り
、
小
社
の
『
わ
た
し
の
信

仰
』（
メ
ル
ケ
ル
）
が
第
二
位
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
ま
し
た
。
上
位
一
〇
点
で
第
二
次
投
票
が
行

わ
れ
、
九
月
に
大
賞
が
決
定
し
ま
す
。

●
五
月
か
ら
「
令
和
」
と
か
。
元
号
が
好
き
で

た
ま
ら
な
い
方
や
、
天
皇
家
を
ど
う
し
て
も
残

し
た
い
方
は
、
有
志
で
保
存
協
会
で
も
作
り
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
印
刷
し
た
り
、
あ
の
ご
一
家
を

維
持
し
た
り
す
る
基
金
を
作
り
、
自
分
た
ち
の

趣
味
と
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
国
に
そ
う
い
う
下
位
文
化
が
存
在
す
る
こ
と

は
構
い
ま
せ
ん
の
で
。（
小
林
）

特
集
：
老
い
を
い
か
に
生
き
る
か


